日時：平成24年10月11日（木）　14:40～16:10

会場：尚文館501講義室
講師：松岡 葉子（本学客員教授）
司会：染谷 泰正（外国語学部教授）


演題：――どこか不思議、ちょっと変？――

 映画字幕における日本語の謎と映画のリテラシー：１秒４文字で読みきるための "目で読むセリフ"

講演概要：
 1895年（明治28年）パリのグランカフェでリュミエール兄弟が走る蒸気機関車をスクリーンに映写してから百十余年、映画館でフィルムでしか見ることのできなかった映画が、今ではスマートフォンで持ち運びができるメディアへと変貌を遂げつつあります。しかし、どれほど技術が変化しても字幕には不変の原則があります。それは人間の目が読める速度に基づいて、字幕の文字数は１秒４文字を基本とすること。この大原則を死守するために翻訳者は日々頭を悩ませているのです。たとえば漢字とひらがなどちらが読みやすい？　どこで改行をすれば誤読されずにすむか…？　そして何よりも技術を超えた先にある映画の「心」を伝えるために字幕翻訳はどうあるべきか？　映画の現場から、ちょっと不思議な字幕の日本語の謎を????話したいと思います。


講師：松岡葉子　MATSUOKA Yoko
 本学客員教授（2012年度）。字幕翻訳家。映画翻訳家協会会員。映画美学校講師。フランス語、英語を中心に劇場公開作品、映画祭など幅広く字幕翻訳を手がける。近作に『しあわせの雨傘』『幸せパズル』『少年と自転車』など。
